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取組方法および

取組実績の概要

本取組は，本学と地域教育機関との連携を，本学学生がコーディネーターと

して活動することで，大学が持つ教育研究技術を積極的に教育現場に提供し，

地域教育機関のニーズに応えるとともに，学生が教育現場の課題を把握して，

自身のものづくり技術能力の向上を図る点にある．本研究では，この取組の

事例研究として，平成 24 年度に全面実施となる新学習指導要領技術・家庭

編において，必修内容となる中学校技術分野「情報に関する技術（プログラ

ムによる計測・制御）」領域に焦点を置き，情報教育の実施状況調査およびプ

ログラミング学習教材の開発を遂行した．

情報教育の実態調査では，調査協力の同意が得られた福岡県内の中学校

30校（公立中学校 29校，私立中学校１校）を対象に調査を行った．学生コ

ーディネーターが中学校に足を運び，技術科担当の先生に取材形式で聞き取

り調査を実施するとともに，情報教育に必要なコンピューターの所有台数や

ロボット作製に必要な工具の整備状況についても調査を行った．これら調査

結果を参考に，プログラミング学習教材の開発を行った．

中学校技術科教育における情報教育の実態調査からプログラミング学習

教材の開発まで，すべて本学学生がコーディネーターとなり活動し，これら

の活動を技術教育講座教員が指導および技術支援を行った．

研究成果の概要

本プロジェクト期間中に，本学学生がコーディネーターとなり，技術教育

講座教員が助言や技術指導などの支援体制を整え，以下の活動を実施した．

  １）中学校技術科分野情報教育の実施状況調査

  ２）ランプ点灯型プログラミング学習教材の開発

  ３）時計型プログラミング学習教材の開発

  ４）自律２輪型プログラミング学習教材の開発

  ５）ものづくり技術能力の向上と社会貢献活動

  ６）学生コーディネーターによる成果発表

１）中学校技術分野情報教育の実態調査により，新学習指導要領導入にお

ける情報教育分野の課題が明らかとなった．特に，「プログラムと計測・制御」

領域に関する教材開発が急務であることから，２）ランプ点灯型プログラミ

ング学習教材の開発，３）時計型プログラミング学習教材の開発，４）自律

２輪型プログラミング学習教材の開発を行った．開発した教材はすべて貸出

教材として発展させる予定である．５）ものづくり技術能力の向上と社会貢

献活動として，学生が持つものづくり技術能力を活かし，機械要素を取り入

れた得点板を学生コーディネーターが作製した．

本プロジェクトの成果報告は，「学生技術教育コーディネーターシステムの

試み ～地域中学校における情報教育実施環境の調査～」と題して，日本産

業技術教育学会全国大会（岐阜大学）にて行った．さらに，「PLC を用いた

プログラミング学習教材の開発」と題して，日本産業技術教育学会九州支部

大会（鹿児島大学）にて成果発表を行った．この成果発表はすべて学生コー

ディネーターが行った．これらの活動は今後も継続していく予定であり，こ

の活動を通じて教育現場の諸問題を学生が理解するとともに，学生の教育・

技術能力の向上を図っていく．
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